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日本に於ける朝鮮語教育の意味
姜 徳 相
この大学 の自主講座朝鮮論で学生 さん とおつ きあい している姜徳相 です
。神奈
川大学 には・30年 来の友人の梶村 さんがお られ,昨 年か らまた親
しい友人であ る興 さんが来 られ て,な お親 しい思いを もってい ま した。 そ
した らち ょうど学生 さんが講師になれ とい うので,昨 年か ら1週 間に1回
遊 びに きています。六角橋 あた りの飲み屋にだいぶ詳 し くな りました。一,本 当は最初か ら朝鮮語教育 の意味 とい うテーマが分か っていた ら,
私はおひ きうけ しなか った と思 うんです。 た またまサ先生がお電話 くだ さ
った時・ 私 酔 っぱ らってま して,「ああそ うですか。 いいです よ」 と言
って,後 で朝鮮語教育 の]IYつ いてとい うことだ ったんでTあ あ,こ れ
は困 ったな と思 ったんです。
とい うのは,私 自分のいままで の関心 とい うか,自 分 のや ってきた こ
との中には,朝 鮮語 とい う問題 はす こしも入 っていませ んで した。
ですか ら,今 日お話 しす ることは,あ る面では,率 直に言えば泥縄式に
いろいろ とよせ集めて,な ん とか まとめ てきた ものです。
ですか ら,さ きほ どサ さんが おっ しゃった よ うに,朝 鮮語教育,と い う
よ りは・ ここ7・80年 のあ る面で大変不幸な関係 を内実 としていた韓 日
,
朝 日関係史の中で,朝 鮮語が どうい う位置付けを もって きたのか,あ るい
は もた さ られ てきたのか,そ うい うことを考え,そ して現在 いったいなに
が問題かを考 えてみ たい。 そ うい う意味では関係史の中に朝鮮語が
,ひ っ
かか って くるvそ うい う話にな るのではなかろ うか と思います
。
ヂ`先生が1910年までの話を され,1984年,甲午改革で民族言語,朝 鮮
語 の自立的な意味で の研究がは じまった。 それがわずか十数年 で,日 本 の
朝鮮併合・韓 国の亡滅 とな り,研 究が中断 しことをおっ しゃったわけです
が,朝 鮮併合は ど うい うことか と言えばy日 本領朝鮮fつ ま り朝鮮民族の
民族国家が な くな る,朝 鮮 は 日本領にな る。朝鮮 には 日本の権力の意志が
まか りとお ることだ と思い ます。 それを言語 の問題でいえば,公 用語が 日
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本語にな ることです。すべ ての行政 の窓 口は,日 本語に とって変わ る。 こ
のころの行政文書を見 ます と,ほ とん ど全部 日本語です。朝鮮語でや られ
たのはございません。
た とえば裁判所で,独 立運動に連坐 した人たちの裁判で も,日 本語が使
われ ます。被告は当然 日本語を知 りませんか ら,朝 鮮語で しゃべ ります。
そ うす ると,そ れを通訳が判事に検事に 日本語に直 してや ります。
そ うい う大変 まだ るっこい といえばまだ るっこいんですが,朝 鮮語が完
全に姿を消 した裁判を見て も,公 用 語が 日本語に と変わ った実態を知 るこ
とがで きると思 うんです。
教育の面でいえば1911年 に朝鮮教育令が発布 され てい ます。
朝鮮教育令は,日 本統治下 に3回 変 ります。
1911年の第1次 朝鮮教育令,そ れか ら1922年の第2次 朝鮮教育令,そ
れか ら1938年の第3次 朝鮮教育令,改 正が ござい ますが,そ の改正には
日本 の朝鮮支配 のあ り方 に連動 した朝鮮教育の変化,む ろん朝鮮教育だけ
では ございません。 日本 の朝鮮支配の根幹に関わ る変化ですが,そ の中に
朝鮮語政策 の変化があ ります。
それはむ ろん朝鮮 においての,日 本人 の朝鮮語 との接点の変化 とい う意
味 もあ ります 。 もう一つは,在 日朝鮮人の出現 に よって,日 本本国での朝
鮮語の扱い方 も変 ってまい りますが,そ ういった2,3の,柱 をたててち
ょっと考 えてみたい と思い ます。
1911年,朝鮮教育令は,最 初にその法令 の基本的な趣 旨が述べ られ て
いますが,そ れは,「 教育に関す る勅語 の趣 旨に基づ き忠 良な る国民を育
成す ることを本義 とす る」 とあ り,こ れが朝鮮教育令 の目的です。
次に,普 通教育は普通 の知識技能 を授 け,特 に国民た るの性格を酒養す
るため,国 語を普及す ることを 目的 とす ると書 いてお ります。 国語 とい う
のは,こ こでは 日本語です。
か っての国文であった朝鮮語は この時点でハ ングルあるいは諺文にな り
教育の場か ら 「現地語」 の扱 いは,二 級の扱いを受け ます。
各教科,い ろんな教科が ございますが,た と7}Lぽ国語以外に,算 数だ と
か修身だ とかの教科が ござい ますが,各 教科 に もな るべ く国語を用い しむ,
とい うことでわか るように,こ こでは 日本語の押 しつけが強調 され てお り
ます。
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当時の 日本の小学校にあた る,公 立 の普通学校 の カ リキ ュラムをち ょっ
と紹介 してみ ます。
当時4学 年 制ですが,教 科は修身。 国語。朝鮮語 ・漢文。算数。理 科。
唱歌 ・体操にわかれ.時 間 の配分はそれぞれ1年1,10,6,6,0,3。2
年1・10,6,6,0,3。3年1,10,5,6,2,3。4年1,10,5,6,2,
3の 配分です。
ここに出て くる国語はい うまでもな く日本語 です。
朝鮮語 ・漢文が一つにな って高学年に なるとこの教科 はだんだん時間が
す くな くな ってい く。その逆に全教科26時 間27時 間の うち,10時 間以
上,つ ま り3分 の1以 上が 日本語で占めてい る。
そ して,こ の カ リキ ュラムで,お わか りだ と思い ますが,特 徴 的なのは,
歴史 ・地理が ござい ませ ん。
歴 史 ・地理 は追放 されて この時は教え られ ません。
つ ま り少 しで も朝鮮 の民族主義を滴養す る教科は,.一.切カ ッ トされてい
るのが非常 な特徴だ と思い ます。
朝鮮人への 日本語 の押 しつけは言 ってみれば,朝 鮮民族 の同化は可能だ
と信 じた 当時の,日 本 当局の思い上が った気持 ちの発現だ と思 うのです。
この時,朝 鮮人 の日本語理解が どの くらいだ ったか と言 います と,数 字
が ござい ます。15,169,923名を調査 したんですが,そ の うち 日本語がす
こ しわか る者は92,261名,パーセ ンテージでい うと0.67%で すね。大
変低か ったわけです。
ところが,日 本 の統治者は朝鮮 を統 治す る上で,朝 鮮語を理解 しよ うと
は しませ ん。 日本語 の理解者が この程度 の ところに,大 上段 に 日本語を強
要 してい く思いが り,朝 鮮否定 の姿勢が この中にあろ うか と思い ます。
1910年,総 督府の成立,こ の ころにな ります と,日 本人 の移住者が大
変増えて まい ります。
移住 した一般 日本人は,ほ とんど日本人街 に住み ます。 これ は 日本の朝
鮮移民 の特徴ですが,朝 鮮 人 と雑居 してい こ うとしませんね。 日本人街を
形成 し,そ の 日本人街で 日本人だけが 自律的に機能す る,日 本人社会が 出
現 し朝鮮語を知 らな くて もなん の不便 もない,そ うい う社会 をつ く ります。
ど うして こうい うことになるのか とい うと,さ きほ どタ さん の明治以来
の 日本の朝鮮進 出についてお話 しがあ った のですが,明 治以降の 日本の朝
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鮮侵略が朝 鮮をべ っ視 し,朝 鮮文化は,日 本 の文化 のルー ッそ うい う視点
を一切無視 し,朝 鮮はゼ ロ,そ うい う認識を国民に教 えることか らは じめ
てい る。 その主要な根幹は何か とい うと,古 事記,日 本書紀を史実 ともす
る日本 のナ シ ョナ リズム,こ ういった ものが背景にあろ うと思い ます。そ
うい う侵略体制,そ れ とパラ レルの意図的な朝鮮べ っ視政策に原因が あっ
た ような気がす るんです。
そ して この蔑視観差別感が民衆意識 として どの ように定着 していった の
かに関 してだけで も,お 話 しす ると大変長 くな ります ので省略 しますが,
た とえば 日露戦争の ころ,日 本人が朝鮮経験 をた くさんいた します。統計
に よ ります と,日 本軍 の動員兵 力は108万,軍 属を含めれば150万 の日
本人が異民族体験 をま しした。
朝鮮 は兵姑基地にな った ものですか ら,日 本人は多 く朝鮮体験を し,朝
鮮認識 を して きます,当 然 これだけの人間が朝鮮体験を した結果,様hな
旅行記だ とか朝鮮人 と接点を もった時 の 日本人 のいろいろな記録がでてき
ます。それは ある意味で当時 の,さ きほ ど言いま した 日本の庶民の朝鮮認
識 といった ものを,い わぽ表 して ると思いますが,こ れはひ どいものなの
です。
い くつか,例 を持 ってきましたが,歩 兵大尉多門二郎 とい う人が 日記 を
残 していますが,そ の 日記は朝鮮人を軍夫に徴発す るが,そ の朝鮮人の軍
夫が ち ょこち ょこ歩 く,そ の歩 き方がおか しい。それを どな りつけ る。そ
して ヨボとい う。 ヨボとい うのは老難です。 この ころか ら朝鮮人を ヨボと
蔑称 して くるのです,も とは ヨボセヨとい うよびかけ の言葉 なんですね。
これが ヨボにな るのですね。
そ して軍 夫たちのひたいやほほに円形 あるいは三角形の大 きなすみをつ
けて朝鮮人を見分けす る。そ してこれは まるっき り動物だ と,こ うい った
日記を残 してお ります。
あるいは根来藤吉 とい う人は,「 韓人人夫は逃亡の憂いあれば,白 衣 の
肩に雷 と記 したるもの もあれば又顔面に電 と記 した ものあ りか く顔 にすみ
を塗 らるるも一言の不平 ももらさざるな り。 あわれな るかな」 とい うよ う
な差別意識 を露骨に書いている。そ してその蔑視 は言葉 に よって意志を通
わす人間関係,相 手 の立場 を尊重 し,理 解す る 目が いっさいない とい う感
じが よく出てお ります。
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あ るいは女はなかなか美人が いるが,そ の美 しいのに似ずf身 体 の くさ
い こと,は な もちな らん,こ う書いた人 もお ります。
そ してそれ らをそ うたい してみ ます と,食 物 文化 の差だ とかrあ るいは
風土 の違 いか ら くる入浴習慣の相異 とか,あ るいは風土が もた らす建築様
式 の差だ とか,こ うい った ものを__..切捨象 して,窓 が少 ない家は豚小屋,
あ るいは食べ物が くさい,む ろん ニンニ クが くさい とい うのはあた りまえ
ですが その臭味がすべ て軽べつの対象にな る。
こ うい う形で触れれぽ触れ るほ ど嫌悪感が増 大 してい る。そ うい う認識
が定着 して まい ります。
さきほ どヨボ とい う言葉を例にあげ ま したが,こ れはあ る新聞記者が,
次の よ うな ことも言 ってます。 「ヨボとし りあが りに どな りつけ ると,土
色に染 まった 白いだん袋姿 の韓 人 どもはアイ ゴーとあわただ しくおびえた
目をふ りかえ って,ヨ ボ,ヨ ボと道を開 く。 ヨボは 「おいおい」 「もしも
し」 くらいに人に呼びかけ語であ るが,老 毫 とはめた朝鮮人 の代名詞にな
っておる,竿 頭___..歩を進めて,今 や ヨボ国 と通用す る時代が来た。」 こ う
い う認識が代表的な ものです。
これ らは,日 本が朝鮮 を支配 し,植 民地に した。その結果朝鮮 での物質
的な価値 あるいは精神的な価値,こ うい った ものを占有 し,朝 鮮 の隷 属を
とにか く可能 なか ぎ り追求す るこ うい った植民地権力の成立 と連動 して,
この意識はは じめて理解で きると思 うんです。
当時朝鮮で 日本人の作 った川柳が ございます。朝鮮 は"金 のな る木 があ
るときき"。あ るいは,"だ ますには まず両班 と指 をお り",あ る い は,
"ごもっともですが相手はたかが ヨボ"。"大閣は大 きな飴 を くい の こ し"
等hで す。
これ らの川柳は,当 時の 日本庶民が天皇制国家意識に汚染 され,朝 鮮が
見えな くな った。そ うい う,意 識を反映 してい ると思い ます。
そ して,こ れ らの意識の一つ を代弁 した ものが,さ きほ ど言い ました朝
鮮語否定政策だ った とい う感 じが します。
一方 で総督府が朝鮮語を完全 にな くし,日 本 語だけで朝鮮を支配 しよ う
とした。統治用語は とにか く日本語に した。 こうい うことを押 しつけ る。
その一方,そ の ころ,さ きほ どど言い ま した ように増えて きた。30万 か
ら40万 に増 えてきた 日本人は朝鮮人 を この ように蔑視 してい るわけです
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か ら,当 然朝鮮語 を学ぽ うとす る者,あ るいは朝鮮語 を通 して異質文化,
あ るいは思想,こ うい った ものを理解 してい こ うとす る意識は 当然ないわ
けです。
それは,日 本が朝鮮 を支配 した時の一般的認識ではなかろ うか と思い ま
す。1920年代に 朝鮮唯一の国立大学京城帝大ができますが,そ の講座 の
中で も,朝 鮮の文化思想 を学ぽ う と い う ような ものはなか った と思い ま
す。
在留 日本人が朝鮮語 を学 ぽ うとしなか った ことは一つの特徴です。 そ し
て,も う一・つの特徴 として朝鮮敵視論,つ ま り朝鮮の民族運動,独 立運動
に対す る敵視政策があ る面では朝鮮語政策 のも う一つ の柱にな ります。
その本質 は何か といい ます と治安問題 とお きか えることがで きるか と思
い ます。
総督府は,さ きほ ど言 った ように,朝 鮮語を一切使 わないで,日 本語で
お し通す,そ うい うことをや ったわけですが,し か し内心 は 自分たちの権
力が武装 力に よってのみ維持 された ものであって,朝 鮮人の心服を得 てい
るものではない。む しろ総督府 の権力は,3,000万の朝鮮民衆 の怨嵯 の 目
に包囲 され ている権 力だ とい うことを,十 分に承知 していた と思い ます。
ですか ら朝鮮独立運動,こ うい った ものに対 しては極めて過敏な反応を
示 します。
そ して民族運動 の一挙一動におびえ る,そ してそれに対す る敵視,迫 害,
圧殺 を徹底的に追求 していぎます。
た とえば,み な さんがち ょっと1910年以降の京城 日報 や,毎 日新報,
これは朝鮮 で出され た 日本 の新 聞です。 あ るいは当時 の国 内の新 聞,,i
多 く出て くるのは大 阪朝 日新聞で,そ れ らの新 聞は朝鮮 に関す るいろんな
記事がでて ます。 その記事 で一番 多 く出て くるのは,朝 鮮 の文化だ とかあ
るいは朝鮮 の民族性だ とか こうい った ものでは ござい ません。
そ こで出て くるのは民族 を,敵 視 した言葉 あ るいは監視の言葉 です。
それ はど うい うことか とい うと,つ ま り民族運動 との関係ででて くるも
のですが,朝 鮮人は忘恩 の徒であ るとか,朝 鮮人は常 に不穏で あるとか,
不逞 とか い う言葉 です。 これは 日本に対 しけ しか らん ことをす る,こ うい
うことか ら出てきた ものです。 それがいちばん多い朝鮮関連の記事です。
不逞文書,不 穏 印刷物,不 逞 思想あ るいは不穏 言動,不 穏通告文,不 穏
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唱歌,不 穏書物。
とにか く,そ の ころの朝鮮関係 の記事に は,こ うい う形容詞がついてい
ます。
そ して朝鮮人はす ぐ爆弾 を投げ る,あ るいは ピス トルを射つ,あ るいは
放 火をす る。つ ま り不逞鮮人 の内実がそれだ と思い ますが,つ ま りこわい
鮮人認識 です。子供 が泣 くと朝鮮人が くる とい ってあやす母親がでてきま
す。
こうい うことでおわか りだ と思いますが,そ れは朝鮮 に対 して一方では
無視 して,同 時 に一方 ではその否定 した ことか らくるおそれ,つ ま り民族
運動に対す る敵視,こ うい うことであろ うか と思 うんです。
そ してそこで,朝 鮮語が治安語 として登場 して くるとい うことです。 日
帝時代 の 日本人 の朝鮮語学習 の最大 の意味は治安語 ともいえるのです。
警察官 の任用や昇給,こ ういった ものに も特別な規定があ って,朝 鮮語
の修得が一つの条件 にな っていま した。
朝鮮語に対す る研究 の深 い 梶井渉 さんに よると,大 正5年 の4月30日
に出た警察官に関す る規定に よると,巡 査 の実務成績は左の各号につ き,
これを考査す るとあ りま して,そ の左 の各号は,外 国語,内 地人 にあ りて
は朝鮮語,朝 鮮人 にあ りては国語の熟知,こ れが昇給 の条件であ る。 こ う
した ことが規定 されてい ると言 ってお ります。
これは,日 本に とって朝鮮語は治安対策,そ うい うことで しか,生 きて
いなか った証拠だ と思います。
1911年の朝鮮教育令,そ れは さきほ ど言いま した よ うに 日本語 の押 し
つけ,完 全に 日本語だけで支配す る,こ うい うことを強要 した ものですが,
一方 では支配 を維持す るための監視の言葉 ,治 安語 としては残 しど うして
も機能せ ざるを得ない,そ うい う側面 を持 った と思い ます。
そ して これ らの治安語 と しての性格 を よ り現実的な 目で確認をせ まられ
たのが三一運動だ った と思います。
三 ・一運 動が,ど うして起 こったのか と言えば,日 本の朝鮮支配に対す
る朝鮮 の民族的な反撃だ ったわけです が,憲 兵警察はめち ゃくち ゃに弾圧
をす る,さ きほ ど言い ま した ように,日 本語だけで統治 した連中,つ ま り
警察官だけが朝鮮語を知 っていて,そ の他 の 日本人やあ るいは 日本 の一般




なか った。そ うい う支配者の反省が,こ の三 ・一運動の中で,総 括の中で
出て まい ります。
それは,日 本人 の朝鮮語能力の不足が情報 をキ ャッチで きなか った。間
接的に しかキ ャ ッチで きなか ったためであ るとの反省なのです。
日本語を知 っている朝鮮人を媒体 と していたのでは,本 当の ことが キ ャ
ッチで きなか った,こ うい う反省が三 ・一運動 の 日本側 の総括 として ござ
い ます。
その結果 出て きた のが,1922年の第2次 朝鮮教育令です。
朝鮮語は第1次 の時 と同 じ扱 いを され ますが,重 要 な変化 の1つ は,第
1次令では歴史地理がなか った と言いま したが,第2次 令は歴史 と地理 が
入 ってまい ります。
朝鮮 の民族性を徹底的に弾圧 したそれは,ち ょうど湯 タ ンポを フタ した
まま,下 か ら火をた くよ うな ものでそれが三 ・一運動に爆発 を した,だ か
らす こし朝鮮人に蒸気 の抜け穴 を作 ってや ろ う。歴史や地理 も少 しは教え
よう。それはむろん朝鮮 の民族主義 の培養体にな るとい うのではな くて,
日本史 の中の朝鮮,あ るいは 日本地理 の中の朝鮮 の観点で教え るのは さし
つか えない。それ で朝鮮 の民族主義者 たちにす こしで も分断 の くさびを入
れ る ことが でぎる,こ うい う分裂支配 とい う思考が この中に入 ってきます。
特徴的なのは,い ままで,朝 鮮語を学んだ のは,警 察官だけだ といいま
したが それに対す る反省が ござい まして,教 員たち,あ るいは郵便局 の窓
口にいる人たち,あ るいは駅 の切符 を売 る人たち,鉄 道員 たち,こ ういっ
た朝鮮人 との日常の接点,つ ま り植民地支配 の最前線 に立つ 日本人,こ れ
に対 して朝鮮語 の普及にの りだ して きます。
つ ま りい ままでの特定の通訳を まじえた支配では治安が維持で きない。
そ うい うこ とか ら,朝 鮮語奨励規定 とい う規定が設け られ ます。総督府 の
役人た ちに語学力の検定を1種 か ら3種 にわけて行い,学 力に応 じて7階
級にわけて月額 の手当を支給す る。
朝鮮語奨励規定をつ くるわけです。
そ して次 の ような ことが言われ てお ります。
「世 に朝鮮が 日本帝国 の領土 とな りた るを もって,内 地人官吏 たるもの,
いつ くんぞ朝鮮語を学ぶ よ しあ らんや。 よろ しく国語の普及に努力すべ き
のみ と説 く者 な きにあ らざるも,こ れ一を知 り,二 を知 らざるの愚論 な り。
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いや しくも身,朝 鮮 の官庁にあ る者 の 口にすべ きことにあ らず。 もし朝鮮
語に通ぜ ざれば,つ とに 日常の私生活上 に不便多 きことのみ な らず,到 底
公 の職 責を全 うしうえざるべ し。す なわち朝鮮語を解せず してrよ く同僚
朝鮮人 とともに事務 を とることうべ きか。 またまた通訳 のみに よって一般
人民に接 し,も って十分に相互の意志を疎通す るに支障な きを うべ きか。
お よそ朝鮮 におけ る官吏 とし,完 全にそ の職責をつ くさん と欲せば,あ に
朝鮮 語に習熟す るところな くして可な らんや。朝鮮総督府においても,朝
鮮語の習熟 を もって官吏 登用 の用 件 とし,ま た一般在職官吏に対 して もま
た これを奨励せ り。」
朝鮮語学習の必要 を説 く朝鮮語奨励規定の要 旨です。
さきほ ども言 いま した ように,学 校教 員あるいは派出所,郵 便局,面 事
務所 な どの窓 口にい る人たちに,つ ま り日常的に朝鮮人 と接点を持つ人 た
ちに朝鮮語を習わ しめ る。警察だけでは とて も朝鮮人は支配で ぎない とい
う。 こ うい うことか らでて きた認識だ と思い ます。
ところが,さ きほ ども言い ました,植 民地にい る日本人 とい うのは,朝
鮮を完全 に無視す る形で,朝 鮮人を無視す る形で,そ して非常に差別的な
体制 の中で彼 らの,い わば生活基盤を作 ってい る。権力に守護 された優越
した 日本人が,在 朝 日本人ですが,ま さにそ うい う意味で,差 別の権化み
たいな存在だ った。
電車に乗 って も,朝 鮮人が座 ってい ると,そ れを,座 っち ゃいか ん,立
て と言 った とか,あ るいは朝鮮 人が同 じ月給を もらお うなんてとんで もな
い話だ とま じめに思 ってい る。そ うい う差別待遇 について朝鮮人が不平を
言 うと不逞視す る,誉 れ高い,そ してまた差別に不感症 の 日本人たちな も
のですか ら,こ うい うことを奨励 して もなか なか浸透 しない。総 督府がい
くら笛 を吹いて もなかなか これは成績 が上が らなか った よ うです。
た とえば1932年 の朝鮮総督府施政年報に よ ります と,
「大正10年 朝鮮語奨励規定実施当初合格者 の員数は560名 に過 ぎ りざ
りしを もって,担 当職 員を随時地方に出張せ しめ,普 及の状況,な らびに
その効果 を実に比較せ しめ るも,そ の普及今だ完全 な らず と認む るむ きに
際 しては,極 力 これ の普及を奨励 した る結果,い らい逐年 合格 を増加 し,





5,545名と言 うのは,十 数年 にわた る結果 ですね。言 ってみれば,毎 年
500人ぐらい しか 合格 していない とい うことです。
当時総督府 の属 以上 の役人は4万 人以上い ました。それか ら見 ると一般
職員たちは,い くら奨励 して もなかなか普及 しなか った とい うことだ と思
います。
一方警察官 は とい うと,1926年12月の統計で,翻 訳 ・通訳 ともにたん
の うな る者,通 訳に さしつか えな き者,よ うや く対話 しうる者 これ らの統
計が8,000名を超 えた と言 ってお ります。
当時,朝 鮮に在職 した 日本人警察官は,警 部,警 部補,巡 査 あわせ て1
万309名です。
そ うす ると,こ れは8割 以上の修得率 ですね。
総督府 の0般 職員,役 人たち と普及率はたいへんなちがいだ とい う統計
が出てお ります。
つ ま り,1922年,す こし手 なお しして総督府の役人たちに朝鮮語を教
え ようとしたけれ ども,し か しその手なお しは成功 してなか った。
それ は,当 時 の朝鮮総 督府お よびそれにつ らな る在朝 日本人の朝鮮認識
を正確に反映 してい るとい う感 じが します。
警察官 と一般職員 との,か くだんの開 ぎ,修 得者 の開 きにそれがあ ると
思い ます。
つ ま り朝鮮語は,色 こ く治安用 語とい う形であるわけですが,こ の性格
は植民地支配が続 く限 り残 らざるをえなか った と思 うわけです。
これが典型的に表れて くるのが,1930年代以降の 朝鮮語抹殺政策だろ
うと思い ます。
1938年の第3次 朝鮮教育令は,皇 民化教育を展開す るための 重要 な,
転機 になった ものですが,こ れは言 ってみれば,短 期的な意味においては
中国 との全面戦争T世 界を相手にす る戦争へ,日 本が突入せ ざるをえない。
それ を見通 した,当 時の支配層が朝鮮 を,物 質的だけではな くて,人 的資
源 を も動 員す る対象 として 日本語を強要す る。つ ま り日本 の兵隊 にす る,
徴用 して鉱 夫 とす るには 日本語 の命令がわか んな くては使 い ものにな らな
い。短期的にぱそ うい う目的 で出てまい ります。
長期的には支配の永続化,支 配を永遠化す るためには,朝 鮮人か ら民族
性 をな くす必要があ る。 固有の民族性が残 るか ぎ り独立運動はお きる,そ
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うい う認識です。そ して民族性をな くす ためには何が大事か と言 えば,や
は り言語を うば うとい うことに まさることはない。そ うい うことだ と思い
ます。
そ うい う二つ の側面 を もったのが第3次 朝鮮教育令だ った と思い ます。
いはゆ る皇民化教育 といわれ るものです。
皇民化 教育は単に言語だけではな くて,創 氏改名,朝 鮮人 の姓が 当時 の
敵国であ る,あ の頃の言葉で言えぽ シナ人 と同 じであってはならない,だ
か ら日本人 と同 じ姓 を名 のらなけれぽな らない。 とい うことですね。 あ る
いは,朝 鮮の民族性 を示す 白衣,朝 鮮人は 白い着物を好む,固 有 の民族服
を持 ってお ります。 こ うい うものに対 して色衣奨励政策 をすすめ,日 本 の
かす りだ とかい った ものにかえてゆ く。
モ ンペ とい うのが ご ざい ますね。 日本で も戦前にいろいろ女性が着た も
のです,そ れか ら国民服,古 い人は知 ってい ると思い ますが,こ れ らは こ
の皇民化政 策におけ る朝鮮の 白衣,民 族服抹殺 の代替に総督府が作 った模
範 スタイルなのです。 これがあの国民服であ り,モ ンペなんです。
植民地製ですね,そ うい う意味では。それが大変機能 的だ とい うんで,
戦時色強い 日本に持ち こまれて きたのです。
そ うい う政策 と連動 した,国 語奨励,朝 鮮語抹殺,こ うい うものにな っ
てい った と思い ます。
改正朝鮮教育令はそ の政策 の柱にな りま した。
そ してそれは具体的に言 えば,全 科 目の うち国語 の比重がいちばん重い
のはい うまで もあ りませんが,他 のすべての科 目,こ れは算数 も理科 もす
べて 日本語 にな ります。すべて 日本語にな ります。
そ してこの時にな ります と,歴 史 の中にそれ までサ ン ドイ ッチみたいな
形 では さんであ った,日 本史の中には さんであ った朝鮮 の歴史,た とえば
李氏朝鮮 の始 ま りとか,あ るいは高麗 の太祖 の即位だ とか,こ うい った も
のが,そ れす らもな くな って まい ります。
そ して朝鮮語は今 まで の必修科 目か ら選択科 目にな ります。
これは一 昨年 の教科書問題 の ときあ る執筆者が朝鮮語抹 殺政策 として書
いた ら,文 部省が選択科 目にな ってんだか ら,抹 殺 したのではない,そ う
い う言 いがか りをつけて,問 題 とな った ものです。
確かに選択科 目です。 もっと正確にいえば,今 まで正課であった ものを
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随意科 目に した とい うことです。
今の随意科 目,大 学 の随意科 目は,学 校が単位制度を前提 と してい るわ
けですか ら,選 択科 目と して開講 された ものを,学 生が選ぶか選ばないか
とい うことにな るわけですが,こ の時 の随意科 目は,学 校が朝鮮語をお こ
うとお くまい とそれは学校の 自由だ,学 校 の判断だ,こ うい うことなんで
す。 ですか ら実質は まった くおか な くて もいいわけです。 この時 の情勢か
ら,朝 鮮語をお くことは不穏 思想 の持ち主 とい う烙 印を押 され,刑 事たち
にマ 一ークされ るのは 確実 な のです,そ うい う状況ですか ら,こ の時朝鮮語
を教科 に入れた学校 は皆無です。実際にあ りませ ん。それは
この とき総督府の学務局長 だ った萩 原彦三が 「日本統治下 の朝鮮におけ
る朝鮮語教育」 とい う論文ではっ き り述べてお ります。
それ と同時に この頃は,東 亜 日報 だ とか朝鮮 日報だ とか,時 代 日報 だ と
か中央 日報だ とか の民族紙 つま り1919年の三 ・一一運動で多少獲得 した,
朝鮮 の民族的な権利 の象徴である諸新 聞,民 族紙はすべて廃刊になってい
きます。民族語 の新 聞がな くなってい きます。
これは総督府のやは り朝鮮語抹殺政策,こ ういった ものと連動 した もの
だ と思い ます。
学校 で朝鮮語を廃止 して も,新 聞が朝鮮語で書かれたんでは意味がない,
こうい うことです ね。
あ るいは雑誌なんか も,こ の頃にな ります と同 じく,朝 鮮語で書かれ て
た雑誌が 日本語に切 り換 えて くる。……
朝鮮語の学問的 な研究 もで きな くな ります。研究ですね,朝 鮮語抹殺政
策 受難 の時代であるか ら,研 究だけで もち ゃんとや ってお こうとい う人
達がいま した。そ の頃の民族主義者 あ るいは朝鮮語学者 たちが集 まって,
朝鮮語の文法だ とか綴字法だ とかを研究 した グループが ござい ます。 この
本当に純学問的な ものに対 して総督府は治安維持法にひ っかけて きます。
つ ま り極めて戦局が厳 しい,そ うい う時代に}朝 鮮語を守ろ うとい うよう
な ことは,い わぽ国家に反逆 す るものであるとして,治 安維持法 を適用 し
て,研 者究をすべ て検挙いた します。
大変な拷 問があ りまして,こ の時 の有名 な語学者が獄死 します。
本当に小 さな事件 にす ぎないのですが,朝 鮮語 のいわば とどめを さす 目
的で,大 々的にで っちあげた のが語学会事件です。
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語学会事件は,こ の頃 の 日本 の朝鮮語抹殺政策 とい うものの,あ る意味
で最終的な しめ くくりであ ったとい う感 じが いた します。
そ うい うわけで朝鮮語は治安語 としてだけは生 き残 った,い やそれは ど
うして も必要だ った とい うことで し ょうが,一 般 日本人には関心 の対象 と
はな らなか った。 日本は三十数年間,朝 鮮を領有 したわけです が,そ こで
朝鮮語を本 当に学問 として,あ るいは思想 として,文 化 として学 ぽ うとす
る日本人は,ほ とん ど皆無 と言 っていいん じゃないか と思います。
先 日私は 日帝時代に ソウルにいた ある日本 の御婦人 とお話 しを した こと
が ござい ます。
この人は今,朝 鮮 を理解す るために,市 民講座だ とかrそ うい った もの
をや ってい る中心的な人ですが,こ の人が今にな って,な ぜ私が朝鮮 に住
んでいて,と な りに朝鮮人がお りなが ら,ま た 自分の家に朝鮮人 の召使 い
を使いなが ら,こ の言葉を 自分が習わなか ったのか,ど うしてそ うなのか,
今だにわか らない,そ こに 自分 たち,日 本人の国際性のな さとい うか,こ
うい った ものを今,痛 切に感 じてるんだ とい うよ うな ことをお っ しゃって
い ました。
私はそ うい うことが,日 本が朝鮮を支配 した36年 間の 日本人 と朝鮮語
との関係であった と思い ます。
さきほ どち ょっと 申 しま したが,36年 の 日本支配 の うみだ した も う一
つの特徴的な ことは,在 日朝鮮人の存在です。
在 日朝鮮 人を通 じての 日本 当局,あ るいは 日本人 との関係の中の朝鮮語
の問題 です。
しか しこれ も一貫 して言え ることは,日 本当局が朝鮮人 と接点を持 った
時に,い わば朝鮮人は集 まれば独立運動をす る,民 族運動をや る。 あるい
は犯罪を犯す,こ うい う認識で接点を持 った とい うことだ ろ う と 思 い ま
す。
ですか らここで も治安語優先です。おそ ら く警察 の範囲を出ていなか っ
た,あ るいは官庁,朝 鮮人が 多数住 んでい るご くわずかな市役所の連 中が
必要 にせ まられてす こしや った とい うような ことだけだろ うと思い ます。
その典型的な例 と して,私 はこ うい うことが言え ると思い ます。
1910年の時点で在 臼朝鮮人 とい うのは259名 です。
ところがそれ以後,朝 鮮支 配の進展 とと もに朝鮮人が,朝 鮮 での生活が
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で きな くな ってい く。土地調査事業,林 野調査,会 社令等でいろんな 日本
人の移民に よって朝鮮人が土地か ら追 いだ されて くる,労 働力 と して 日本
にや って くる。 これは急速な形でかえてまい りますが,そ うす ると日本 の
警察 は朝鮮人を どう扱 った らいいのか とい う指令を出 してお ります。
朝鮮人識別法 とい うの もございます。朝鮮人識別法,大 正2年 に出た も
のです。
大正2年 とい うのは,併 合後3・4年 たったあ とですが,朝 鮮 人がだん
だん増 えて きた。 そのため の役人 の執務要領が朝鮮人識別法です。
これは まさに 「日本 内地」 の朝鮮,あ るいは朝鮮語に対す る認識を端的
に表わ した ものだ と思い ます。朝鮮人は,日 本人 と人相は よ く似てお りま
すね。 日本人 とあま り変わ りません。 日本人 の服装 と同 じ服装 をす ると区
別がで きない。そ のため識別のための参考 資料 としていろんな方 法を列挙
して るわ けです。
まず朝鮮人 の発音。朝鮮人が 日本語を しゃべ る時,彼 らは濁音がで きな
い。"がぎ ぐげ ご"が もっとも困難だ。"ら りるれろ",ら 行 の 音 が だ め
だ。
そ うい うことを列挙 し,そ の うえ,朝 鮮人はの っぺ り顔であ るとか,ひ
とえまぶただ とか,絶 壁頭だ とか,あ るいは こもりっこかぶ りをす るだ と
か,は ち まきの しかたが違 うとか,も う徴に入 り細 に入 り風俗文化 のちが
いを列挙 してお ります。
そ して常に,そ の挙動を監視 し,そ れを報告せ よ,と い うことが朝鮮人
識別別法 の内容 です。
これはつ ま り何か とい うと,や は り朝鮮語 の特徴を逆に治安問題に利用
した とい うことだ と思 います。
話は余談にな りますが,こ の朝鮮人識別法は,現 在 の在 口朝鮮人が外国
人登録証 とい うのを持た されています。 も うご存 じの方tた くさんおると
思いますが,こ れは 日常持 っていない と犯罪にな ります。
た とえば私が この門を一歩,出 てt警 察 に誰何 され ます。私が名前を言
って,外 国人登録を持 っていなけれ ば,私 は もうそ の場 で自由がな くな り
ます。理論的には銭湯に入 るに ももって入 らねばな りません。
外 国人登録法 とい うのは,そ うい う意味では,大 変ひ どい法律ですが,
それ に指紋が押 されてい ます。 何年か前 までは,14歳 にな ると指紋 を押
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したんです。現在は16歳 に く りあが りま した。 なぜ14歳 か ら16歳 か
とい う,そ のへんの こと,私,わ か りませんけれ ども,日 本の少年法 の規
定が一体 どう関係す るかわか りませんが,と にか く16歳 にな ると,朝 鮮
人は指紋を押 さなけれぽ な りませ ん。
おそ らく日本 の方hは,犯 罪を犯 さない限 りi-・生指紋 なんか関係ない
はずだ と思 うんですが。 ところが朝鮮人は指紋 を押 さなければいけない。
これ は,大 正2年 の この朝鮮人識別法の思想 と同 じ発想があ ると思 うん
です。 この発想がそ のままあると思い ます。依然 として治安問題 犯罪要
因視 してい るのです。
当時の朝鮮人は 日本に来たばか りですか ら発音 に民族的特徴があ る,だ
か ら発音で区別で きる,あ るいは挙動ですね,風 俗,こ ういった ものに特
徴があったわけですが,や っぽ り30年,50年 日本にお ります と,ま あ民
族性がだんだん風化す るとい うか,あ るいは 日本語が大変 うま くなる,だ
か らち ょっ とわか らない。で,そ れを識別す るための指紋 ですね。私はそ
うい う意味では一貫 して現在 もそれは治安対策だ と思 ってお ります。 日本
の民主主義に とって リトマス試験紙 とい う感 じが します。そ うい う形で現
在 とつなが ってい るわけです。
そ して,そ うい う治安対fそ してそれ らは,私 はやは り官憲だけでは
なか った とい う感 じがす るんですね。
当時の 日本の一般市民はそ うい う官憲の,い わば指導,管 理 あ るいは先
導 宣伝 に よって,ず いぶ ん汚染 されてた と思い ます。
不逞鮮人感 とい うんで し ょうか。朝鮮 人 とい うとこわい とか,す ぐ犯罪
をや るとか,あ るいは婦女子を誘拐す るとか,こ んな ことを教え こまれて
いた とい う感 じが しますが,こ れ らは,や は りこわい鮮人意識 として一般
化 していたのです。 関東大震災の時に,町 の自警 団が,非 常線をは って,
通行人に15円55銭 とい ってみ う とい った。15円55銭 とい うのはま さ
にが ぎ ぐげ この発音識別のか っこうの材料 なのです。 こうして朝鮮 人を識
別 した,そ して積極果敢にそれを うち殺す とい う排外心を発揮 した。
そ うい うことは市井の庶民だけではな くて,当 時 の社会主義者r社 会主
義者は,国 際連帯だ とか,階 級平等だ とかの思想を もった人 たちの別称で
もあ りますが,私 は戦前 の 日本の社会主義者はそ うい う意味においてあま
り官憲 と違わなか った とい う感 じが いた します。
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大変厳 しい言い方か もわか りませんが,朝 鮮人 とい うのは一級下の対象
であ る,一 級下の人間であ る,そ うい う意識が抜 けなか った とい う感 じが
します。
大正時代 の 「前衛」だ とか 「赤旗」だ とかいろんな資料,社 会主義者 の
残 して る文献があ りますが,そ れ らを見 ます と,鮮 人 とい う言葉 を多 く使
ってい ます。「鮮人」。「鮮人の解 放{と か,「鮮人 との連帯」 とかTこ うい
う言葉ですね。 ここには優越感が あって,朝 鮮人は一級下 であると,ま あ
こ うい う意識が ござい ます。鮮人 とい うのは,日 本の差別語ですが,し ど
いのは 「賎人」 とい う漢字 にあてはめ てる人たち も出て きま した。
二級 の人間 とい う意識 の反映 と思い ます。
私は最近読んだ ものの中ではね,昭 和7年 の麻 生炭抗 の争議 日記が あ り
ます。
この時 の争議に朝鮮人,た くさん参加 してい るんですね。 この炭抗には。
ところが 日本 の炭抗労働争議を指導 した革命 の闘士,彼 らがいろんな こと
を書いてい ますが,こ れ見 ます と,「鮮語 ビラ」 とかね,「帰鮮」 さす とか
ね,「鮮人5」,「鮮人闘士」,「鮮 人抗夫」,「鮮人同胞」,「鮮人争議団」 と
か書いてい ます。
ここには相手を対等 の仲間にみ るとか,尊 敬す るとか,相 手の言葉 を通
して相手を知 ってい こ うとい う思想なんか出て くるわけないんですね。
社会主義者です らこうだ。一方官憲は,さ っき言 った様な警察的な,治
安語,そ の範 囲をでない。そ うい うことです か ら朝鮮語が相手を知 るため
の手段 にな るわけはないのです。
唯一例外 は,私 は大正期,あ るいは昭和になってもそ うですが,朝 鮮人
を本当に朝鮮人 と呼んだ,朝 鮮 の人 とい う"の"を 入れないで,唯0朝 鮮
人 とい うフルネームで呼んだのは,柳 宗悦だけ と思い ます。
それ は朝鮮 の文化,あ るいは朝鮮人 の伝統 ・歴史,こ うい った ものに対
して,本 当に学ぶ ものが ある。歴史,そ うい うものを尊敬す。敬愛す る朝
鮮 と言 うんで しょうか。 こ うい った ものを導 き出 した唯一の人だか らで き
た と思い ます。私 は。
吉野作造だ とかね。あの頃,大 正 デモクラシーのいろんなえ らい人が出
て きます。彼 らの言葉 も 「鮮人」です。 これ は 「鮮人」です。
現在でいえば,バ カで もチ ョンで もとかiチ ョソバ ックとかい う言葉が
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これに あた ると思い ます がtこ れが戦前 の朝鮮認識ですか ら,在 日朝鮮人
を通 して もそ こか ら朝鮮語を学ぶ姿勢が出て くるはずがない。 警察 の特高
内鮮係を中心 と した朝鮮語だ った と思います。
警察 で使 って る朝鮮語学習の教科書にはそ の特色が よ くでてい ます。普
通 の外国語学 習です と,そ の国の童 話だ とか,何 か民族の文化に関係す る
文章が 出てまい りますね。 ところが,こ の警察庁 で使われた朝鮮語 の教科
書は,ま ず尋問す るや り方,出 生地,本 貫は どこか,日 本が好 きか ど うか,
いつ 日本に来 たか,つ ま りそ うい う尋問用語 です。 そ こか ら始 まってい る
んですね。治安用 の実用語,そ うい う意味では,き わめ て}露 骨な形 での
ものだ ったのです。
そ して この場合 も,も う一つ特徴 なのは,即 戦力 として,朝 鮮総督府の
朝鮮人警官が 日本 の警察,特 高内鮮係に必ず配置 され てい ます。 どこに も
お りま した。必ず朝鮮人の よお るところ,都 道 府県 とい うか,そ うい う県
単位の中心 のところには,朝 鮮総督府か ら朝鮮語 の堪能 な,朝 鮮人警官で
すね。 これが必ず来てい ました。 これ らがやは り,い わぽ中心 にな って,
そのまわ りに 日本人警官で朝鮮語 ので きる者 がお るとい う形だ った よ うで
す。
大学で朝鮮語があ った のは,お そ ら く,天 理大学の朝鮮語科が唯一 の も
のです。 日帝時代に残 された朝鮮語 はそれだけ と思い ます。大阪外語 も東
京外語 もな くな ります。 それ まであ ったのがな くな ります。
天理 の朝鮮語 とい うのは,宗 教を広め るf天 理教を広 め るとい う手段 で,
残 ったわ けです。 これは唯一残 った例だ と思い ます。
そ うい うことで,戦 前 の 日本 の朝鮮語教育が,明 治時代 のは じめには実
用語,商 売用 の実用語,そ れか ら治安語,統 治語,こ ういった特微を持 っ
て,も っぱ ら官憲や商人に限定 されていたわけですが,戦 後 も私は この特
徴 はその まま残 った と思います。
戦後0時 期実用語,あ るいは統治語 とい うものは姿を消すわけですが,
治安語は残 ります。それか らもう一つは軍事用 語 として,復 活をす るとい
う問題が 出て まい ります。
軍事用 語の復活は米軍が中心 にな ります。
日本 の警察が公式 に,戦 後朝鮮語 の学習を再開 したのは47年 です。
戦後,在 日朝鮮人の帰国,そ して朝鮮での政情不安 を反映 して在 日の家
48 姜 徳 相
族 との再結合のため,玄 海灘,一 たん帰国 した人が 日本に逆流 して ぎます。
1945年s在日朝鮮人は250万 を数え ました。
解放後1,2年 の間に170～180万が帰国 し70万 くらいに減 ります。
つ ま り180万 の,大 量 の朝鮮人が帰 国を したわけです。
ところが,希 望を持 って帰 ってみ ると,祖 国は南北に分断 されて,政 情
が不安 である。なかには 日本 に家族 を残 している人 も多いわけです。
です か ら,当 時,新 聞を見 るとよくわか りますが,あ の玄ii=は,闇 船,
密航船,あ の頃の言葉 で言 うとそ う船が往来 します。それは朝鮮人 の側か
ら見れぽ,家 族 の再結合を 目指す。 目的を もったんですが,日 本 の治安 の
側 か ら見れば,密 入国 とい うことにな ります。
こ うい う問題 が,非 常に多 くの事件 を引 きお こすわけですが,日 本当局
は,第 一 にそ の密 出入国に対 す る対策,第 二 に戦後解放を獲得 した在 日朝
鮮人 の民族運動,特 に左翼運動の傾 向が強 くな って くる。 それに対す る警
戒 を もち ます。47年 に施行 された 外国人登録はまさにその対策法 です。
解放民族 に対す る弾圧法規です。 そ してその円滑な運用,そ のための人材
供給,朝 鮮語教育 は こうい う面で復活を してまい ります。それか らも う一
つは さきにのべた米軍 の委託 を うけた軍事用 語ですね。朝鮮で,治 安用語
として朝鮮語 を覚えた人たち,あ るいは総督府の役人で朝鮮語 を知 ってた
連中,こ れ らが中心にな ります。そ うす ると米軍は朝鮮,南 朝鮮支配,む
ろん朝鮮戦争 を もち ゃん と展望においた ものだ と思い ますが,そ うい う,
いわば軍事的な意味での朝鮮語 の学習がな されてい きます。 これは後に 自
衛隊にそ のまま引 き継がれ るわけです。
私は勉強す るために朝鮮総督府 の残党がつ くった団体 に出入 りした こと
が あるんですが,そ こで帰国者が米軍 のために朝鮮 の軍用地図,を 一生懸
命作 っていま した。 よ く覚えてお ります。
そ うい うことで再編 されてい くわけです。
そ してこれには,さ ぎほ どもいいま した よ うに,か っての朝鮮 と関係 し
た 日本 の官憲たちが動員 されてい くわけです。
坪井仙二 とい う人がい ますが,こ れは朝鮮 の民族運動 の本 を書いた,人
ですが,こ の人なんかは実に朝鮮語が うまか ったです。
あるいは朝鮮 の地名 とか朝鮮 の人名なんてい うな本 を書いた人 もござい
ます。
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これはあの外国人登録の時の,朝 鮮の出身地 なんかを知 る場合に,日 本
の官憲が執務の,な にか参考書 として必要な ものなんですが,こ の本を編
さん した加藤 善吾 とい うのがい ます。
私,一 度 訪ねた ことが ございます。昔 のことを聞 きた くて行 ったんです
が,こ の人は,実 に朝鮮語,我 々聞いて もび っく りす るようななめ らかな
朝鮮語を しゃべ っていま した。
あるいは米軍 に朝鮮語を教えていた人 では,多 久安貞 とい う人がお りま
す。我 々は この人を卓安貞(タ ガ ンチ ヨン)と 言 ってい ましたが,こ の人
なんか もび っ くりす るほ どの朝鮮語を使い ま した。
こうした人 々が再編 された戦後の 日本 の朝鮮語学 を教 える人だ った と思
います。
そ して警視庁や あ るいは防衛庁,あ るいは米軍施設で学んだ人 たちは,
天理大学 に留学 してい きます。天理大学 に,国 内留学をす ることで,自 分
たちの朝鮮語学習を完成 させ てい きます。
天理大学 は戦後朝鮮語を維持 し,そ れを母胎 に朝鮮学会 を運営 し朝鮮学
の発 展に大 きな貢献があ ったのですが,そ の朝鮮語教育は朝鮮理解のため
に利用 され るよ りは警察や役人の留学先 としての意味のあった時代 もあっ
た よ うです。
さきに のべた梶 井 さんは次 の ような経験 を文 章に してお ります。梶井 さ
んは,今,富 山大学 の教授で,朝 鮮文学 を専攻 して らっしゃる方 ですが,
朝鮮高等学校が 日本 の都立に移管 された時に,日 本人教員 としての経験 を
もつ方です。朝高で朝鮮語を習 った人です。1950年か ら1952年ぐらいに
かけて,こ の都立 に移管 した ものを また私立にす るとか しない とか とい う
ことで,民 族教育弾圧 と関連す る形で警察 と トラブルが あった時に,彼 は
次 の ような体験 してい ます。
そ のまま読んでみ ます。 「王子署 を中心 と した私服が,登 下校 の生徒 た
ちをつか まyて は,ノ ー トや教科書を見せ させ,学 校 の授業 内容を根 ほ り
葉 ほ り聞いた り,一 部 日本人教師の家を訪ね ては朝鮮学校 の情報 を集めて
いた。 ところで,あ る日曜 日,私 の ところに ある人が訪ね てきた。腰を降
ろすや否 や,(ち ょっと省略 しますが,)突 然彼 の舌 がなめ らかに回転 し始
めた。 それ も実に流ち ょうな朝鮮語でたてつづけに飛 び こんで くるのだ。
朝鮮人学校で朝鮮語ぽか り聞か されて生活を してきた私だ ったが,こ んな
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に鮮やかな朝鮮語 を耳に した記憶がなか った。 さっきは確かに 日本名を名
のったはずだがrと す っか り圧倒 された私はただぼ うぜん とこの刑事 の口
もとを見つめ るばか りであ った。急に 日本語に切 り換 え ると,ま あ私 の願
いはわか っていただけた と思 うが,と 言 うので ある。その 日本語には朝鮮
語設 りがあった。要す るに警察官に朝鮮語を教 えてほ しい とい うたのみ で
あ った。」
こうい う一文を書 いてお ります。
これは私 の体験 とまさにだぶ ってい るわけです。
そ うい うことで戦後や っぽ り朝鮮語が復活 を したのは,治 安あ るいは軍
事 に限 られていた と思 うわ けです。私 らはT日 本人で朝鮮語がで きる人が
い ると,う す気味悪 い と思いま した。 これ は実感 です。治安語 とい う要素
が非常に強か ったか らだ った とい うLが します。
そ して戦後50年 代 までは天理大学が唯一の朝鮮語のあった大学だ った
と思います。宗教的信念 とい うか,時 流に抗 して維持 したのです。
つけ加 えれぽ もう一つ教育大学の言語学科に河野六郎 さんが朝鮮語の講
座 を もってま した。ただ学生は圧倒的 に少なか ったです。常に2人 か3人
くらいだ った と聞いてい ます。
そ してそれがす こし変わ ってきたのは,大 阪外語に朝鮮語が開設 された
とぎか らです。1963年です。
ど うしてそ うな った のか といえば,日 韓会談な ど政治的な機 運があって・
韓 国へ の再進 出の課題がおそ らく当局側にあったんだろ うと思います。
です か ら国立大学 に,と りわけ朝鮮 と関係 の深 い大 阪には,そ ろそろお
かなけれぽな るまい とい う判断が あったんだ と思います。 引き金 は 日韓会
談 だ った とい う感 じが します。
60年代のは じめに,ど れ くらい朝鮮語をお く大学が あったか とい うと・
塚本勲 さんの,「日本におけ る 朝鮮語教育の現状 と 展望」 とい う一文に よ
ると日本 で朝鮮語講座のあ るのは,天 理,京 都大学,東 京教育大学,早 稲
田,早 稲 田は語研所属で,学 生を教 えてたわけ じゃあ りませ ん,大 阪外大・
この5校 にす ぎなか った のです。
そ してその後,10年 ほ どはその数はあ ま り増 えませ ん。70年 の段 階で,
どれだ けにな ったか とい うと,大 阪外大,天 理大が朝鮮語学科ですね。朝
鮮語だけではな くて,朝 鮮の文化 とか歴 史 とか,こ うい った もの と連動す
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る・そ うい う学科制を と ります。 それ以外には東大,一 橋大,筑 波大,都
立大,そ れか ら慶応,和 光大,神 奈川大学,国 学院大学,殖 植大学,亜 細
亜大学,九 州大学な どです。
高校 では唯一湊川高校 に朝鮮語が作 られ ます。
そ して この時 も大阪外大 と天理大を除けぽ,筑 波大 に外国人専任教員が
い るだけで,あ とはすべ て非常勤です。
私 ち ょっと関係す る,あ る大学 では,理 念 としては,大 変で きた時か
らす ば らしいのです。朝鮮語は,ド イツ語,英 語,フ ランス語 と同等です。
そ して入試科 目に朝鮮語は入 ります。 これはおそ ら く日本 の大学 は じまっ
て以来は じめての ことだ と思い ます。 入試科 目に朝鮮語が入れ られた とい
うのは。
そ して初級t中 級が,週2コ マずつあ りま して,画 期的な位置づけを し
たのですが,だ け どここ も,専 任はいまだにおかれていません。 そ してつ
い最近私が聞いた話 ですが,専 任がいないか ら朝鮮語 を廃止すべ きだ とい
う意見が出たそ うです。 どこか ら出たか とい うと外国語の先生か ら出たそ
うです。
あ とでち ょっと申 しますが,朝 鮮語がいろんな大学で必要性 を認め られ
て きてい るんですが,理 解者 は ど うも語学 の先生 じゃないんですね。反対
者が語学 の先生です。 これは非常に特徴的です。 と りわけ,英 語だ とか ド
ィッ語 の先生方が反対をす る。 これ は法政 で も明治 で もその よ うに聞い て
い ます。
同 じような例,い っぱい聞いてお ります。 ど うもそ うい う点では,語 学
の先生方 の理解が もう一 つ足 りない とい う感 じが します。
NHKの 朝鮮語 の開設 の時に も,そ うい う話を,聞 いてお ります。
NHKは10年 前 ぐらいか ら朝鮮語開設の問題が出ま して,よ うや く今
年開講 しま したが,こ の10年 間す った もんだ したのはaNHKは 朝鮮語
にす るか韓国語にす るかで,朝 鮮人 の統一が ないか ら,意 見 の統一 を して
こい とか,あ なたが たが悪 いんだ とか,責 任 をこっちにかぶ させています
け どね,実 はそ うじゃないんですね,聞 いてみ ます と。 これは ア ンニ ョン
ハ シムニカなんて形で出発 しま したけれ ど,実 際は英語 の方 々の反対 だ っ
た,英 語 をけず らな きゃだめなんですね。だか ら英語の方で,こ れはや っ
ちゃ困る,削 れない,こ うい うことでね,2年 く・らい前に本当に絶望的に
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な ったんです。 その時は推進派が とば された と聞いてい ます。 ほん とうの
理 由は決 して朝 鮮語だ韓 国語だ とい うん じゃないんだ,あ れはNHKが 朝
鮮語でや ると言7}ぼやれ るんだ,な ん とい う名称でやろ うとそんなことは
関係ないんだ,と い うことを聞 いています。 ところが,そ れが理 由を言 え
ない もんですか ら,韓 国語だ朝鮮語だ とい う変 な問題 にす りかえて しまっ
た とい うのが実際 の ようです。
話が横道 にそれ ましたが,こ うした大学 の朝鮮語教育,こ うい ったあ り
さまを批判的に さきど りしたのは各地 の市民講座 の動 きだ と思い ます。
と りわけ 日韓 会談以降,日 本人が朝鮮問題 を 自分たちの民主主義の問題
として主体的に考えは じめた。それ までの,日 本の市民運動を見てみ ます
とた とえば安保斗争 も朝鮮問題はなか った し,そ の後の 日韓会談や外国人
学校法案反対運動で もどち らか とい うと,日 本人 自体の必要にせ まってや
ったんではな くて,民 族団体が影について政党や,労 組 を うこか しその指
令に よって,ワ ァーっと騒 いで終 る,一 過性です。 日韓会談が終わ っちゃ
うと,パ ァーっとな くな って しま うとい うよ うな根な しぐさの よ うな運動
だ った とい う感 じがす るんです。
これが70年 を前後 して,た とLば 金大 中事件 や金芝河 の問題をは じめ,
隣国でいろんな問題が起 こって くる。あ るいは共和国の主体思想 とか後継
者 の問題だ とか,差 別に関連 して在 日朝鮮人闇題 とかsい ろんなわか らな
い問題が出て まい ります。
そ うす ると単に政治的な意味で集会を し,サ ァーっと散 って しま うので
はな くて,そ うい う問題 のあ る朝鮮 の社会や人間,こ ういった ものを勉強
してみ よ うとい う動 きが,日 本 の市民 の中に出て まい ります。
つ ま り朝鮮を知識 と して見つめ,そ してそれを とらえなお し,朝 鮮 との
関わ りを永続化 しようとい う試みだ った と思 うんです。
これが70年 に入 ってか ら各地でいろんな形で出てまい ります。
た とえば69年 の学 内民主化闘争の関連で神大の 自主講座朝鮮論が出て
まい りますね。 これなんかはやは り朝鮮を考え る会が中心にな って,毎 月
雑誌をだ しそれがい までは100号ちかい ものにな ってい るわけです。神大
の卒業生なんかが中心 にな ってい るのですが,つ ま り知識 としての朝鮮 と
い うものを求めてい った市民運動 の始 ま りだ とい う感 じが します。
あ るいは71年1月 の神戸 のむ くげ の会 も 大変大 きな 記録を残 してお
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ります。
あるいは同 じころ,神 戸学生青年 セ ンターでの朝鮮語学習あ るいは各地
の朝鮮 史,朝 鮮文化,朝 鮮文学 の研究会は市 民の勉強 したい とい う意欲 の
反映です。大阪セ ミナーあるいは京都 セ ミナ.__.,広島セ ミナー,新 日本文
学会 の朝鮮語入門講座,中 野 の朝鮮文学を読む会,広 島の朝鮮人被爆者 と
らえ直 しのなかか らでて きた,広 島の在 日朝鮮人の歴史を考 える会。大阪
の女 のサ ランパ ンの会 とか,東 京 の ソ リの会,あ るいは東亜 日報弾圧に関
連 して,東 亜 日報 を読む会,あ るいは民族差別 と関連 した川崎 の青丘社 の
動 きだ とか,数 多 く指摘で きます。朝鮮人がた くさん住んでいるところで
はa朝 鮮人韓 国人 のサー クル も出て まい ります。
あるいは ここの梶村先生 との関係では金嬉老事件 と,そ の救援運動の中
で起 こった現代語学塾,こ れ は代 々木でず っと続 いてお りますね。
こ うい った ものが盛 り上が って きたわけです。
で・その結節点 と して出 て き た の が,久 野収 さん と金達寿 さんの雑誌
「三千里」で の対談です。 対談 内容を読 んでみ ます と,こ の市民運動 の動
きを久野 さんが,「革命的変化だなあ,こ れは。 こ うい うところか ら僕 は,
民衆の間 の連帯 とい うか,ナ シ ョナ リズムを超 え る何かが 出て くると思 う
んです よ。今 日一つ提 案を したい ことはs朝 鮮人 のみな さん と協 力 してs
NHKに 朝鮮語をお くよ うな運動を起 こす ように しま しょうや。」金,「そ
れ はいいですね。大賛成です。」 久野,「僕は朝起 きる時 と夜寝 る時に ラジ
オの講座を聞いてい るんです。 フランス語 とか スペイ ン語 とかを聞いてい
るんですが,ス ペイ ン語が あって,朝 鮮語がない とい うのは これは全然い
け ませ ん よ。 そ こでなぜNHKに 要求を しないか とい うことなんです。」
この発言を契機 に してf矢 作勝美 さんを事務局長 とす る,NHKに 朝鮮
語講座をお く運動 が お こ っ て ま い ります。署名運動 として,最 終的に
38・748名の署名,要 望書がNHKに 手渡た され ます。
この時,NHKは 次の ような回答を します。
「NHKは 現在,国 連用語 を中心 として,テ レビ,ラ ジオ合わせ て,週50
時間あ ま り語学番組,英,露 仏,独,中,ス ペイ ンを実施 しているが,
これ 以上増 やす のは大変困難 な状況にあ る。 ことに朝鮮語講座 については,
研究 は開始 してい るが,今 は実施で きない状況 にあ る。 しか し絶 えず努力
しているので,今 後 とも理解あ る支援をいただ きたい。」
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こうい う返答が出て きています。
これが10年 前です。
そ して さきほ どい った ような もたつ きがあ って,よ うや く今年にな って
開講にな ったわけです。
NHKは 当初 テキス トを8万 部用意 したそ うです。 ところが,こ れは全
部売 り切れ まして,増 刷増刷を重ねて13万 部に達 したそ うです。 また増
す刷 りを してい る,と こ うい ってお ります。
英語 についで,高 い売れ行 きだ そ うです。
この傾 向が どれだ け定着す るか,も うす こし見 な くてはな らんけれ ども,
や って よか った,と い うのが現在 の判断の ようです。
そ して話は前後 しますが,こ うい う動 きにな ってきたのは・やは り・ さ
きほ ど市民 の運動が出てきて,久 野 さんがNHKに 朝鮮語 をや りま しょう
とい うような ことを言 った とい うこと,こ れは市民の側 か ら言 ったわけで
す が,一 方,75年 の時点で,三 木内閣 の永井文相が同 じように世界の変
化にあわせ て,日 本人が国際化す るためには・英 語は中学か ら勉強す るの
に,隣 国の言葉であ る朝鮮語は,大 阪外大 と天理大だけ しか教えていない
とい った矛盾を克服 しなければはな らない。
こ うい うことを言 ったわけですね。
そ して各私立大学で,も し朝鮮語をお くな らば国が補助金 を出す ととい
う補助金制度が 出きてきた。
これに便乗 して先見性 のあ る大学が朝鮮語を教育や研究の対象に とら}
直 し渓 用語 や,治 安用語 とはす ご嘩 れた形で学べ るよ うに した・時期
的には市民 の要求 とか さな ってい ます。
77年 の調査に よると学科 として独立 してい るのは・天理大・大阪外大・
東京外大,こ れ しか ござい ませ んが,京 都精華大・和光大・筑波大は英語
と同等に扱われ ます。それか ら亜細亜大,桃 山学院大等には第二外国語で
す。 その後1981年 の夏に朝鮮語を と り入れ た大学は確かに増えて くるわ
けです。
あ る人が大学におけ る朝鮮語講座設置 お よび増設 の要望書を,日 本の各
大学に全部 出 しました。そのア ンケー トで回答を もらったんです。 それを
読 みます と,以 下5種 類に要約 され るよ うです。
次第に,上 向 きにな って きたけれ ども,ま だ まだいろいろ問題があ るよ
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うです。
1.朝 鮮語講座設置 には賛成であ るが,本 大学では中国語,フ ランス語,
スペイ ン語 さえ充 実 され ていない状況で ある。ゆえに朝鮮語 までは手が及
ばない。
2.朝 鮮語 も第二外国語 とす るには異議ないが,他 大学 の前例がない。
前例がで きれ ば前向 きに検討 してみ たい。 これは追従型ですね。
3.本 大学 は私学 である。授業料 を学生に還元す る義務が ある。受講者
が少ない朝鮮語は,こ の意味で不適 当であ る。
4.初 級が設置 され てい る本学では,中 級設置 の必要性 を認め るが,そ
れを設置す るな ら,同 時に中級 またはそれに相 当す る レベルで設置せねぽ
な らぬ科 目が多数 あ り,こ れ らの科 目すべてを増設す るためには,予 算面
の問題が生 じ,朝 鮮語だ けを優先で ぎない。
5.本 学 の学生は外 国語が苦手で,英 独仏の単位取 得に も四苦八苦 して
い る状況 で,朝 鮮語に関心を示 さない。
まだ まだ,朝 鮮語の学問的位置づけか ら議論 しなければな らない段 階で
す。朝鮮語を学 んで も,朝 鮮語 の書物か ら読 むべ き学 問があ るか とい う偏
見 を持つ人たちが教授陣 に多い。それが こんな回答にな ってい ると思い ま
す。
84年現在40何 校が朝鮮語をおいてい るといわれ ます。だけ ど,講 座制
にな ってい る外大 とか,あ るいは天理 とか,こ ういった ところを除 きます
と,つ ま り手段 と しての語学を さらにその上 の言語学 とか,あ るいは朝鮮
史,朝 鮮 文学,朝 鮮美術,こ うい った学 問 とい うもの と連動す る授業は ど
こに もないんです。
学生 はア ンニ ョンハ シムユカ式の実用語 としては習 うけれ ども,そ れを
学 問 として活かせない,他 の関連講座 との連絡 を まった く断たれてい る。
こうい うことが逆 に ここで問題になろ うか と思 うんです。
だか らそ うい うものに,や っぱ り目を向けていかない と,こ れはだめだ
とい う感 じが します。
しか しなが ら私は,や は り市民運動や あるいはNHKを め ぐる様 々な行
動,論 争,投 書,こ ういった もののい くつかを総括 していえ ることは,朝
鮮語が学びたい人が着実に増えてい るとい うこと,日h増 えてい るとい う
こと,そ してそれはいろんな人が お ります。 日韓 ゆ着 といった政治打破か
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ら入 る人 もいる し,あ るいは金芝河,金 大中に代表 され る朝鮮 の知性を追
求 したい人 もい る し,あ るいは様 々な政治犯救援,こ うい った もの との関
わ りで,そ れを産んだ朝鮮や韓 国の人間や社会を知 りたい とい う人がい る。
あ るいは在 日朝鮮人 の差別 の歴史や,人 管,指 紋 押捺 とい った,日 本の民
主主義 と関わ りを持つ ことで朝鮮を知 りたい とい う人がい る。 まあ,関 心
の もちかたはちが って も着実にふ えているのです。
また朝鮮史研究会の例で見 てみ ま しょう,現 在朝鮮史研究会 とい うのは,
わ りあい若 い研究者 たちを結集 した研究会で ございますが,こ ごこでは,
昔は,た とえば山辺健太郎先生だ とか,朝 鮮 史の大先達がお りましたが,
昔の人たちは朝鮮語を知 らな くて も朝鮮 史をや りま した。 で きたのです。
ところが現在は もう朝鮮語を知 らないで朝鮮史はできない。 こ うい うと
ころに,も うなってお ります。
ですか ら歴 史だけではな くて,言 語だ とか,あ るいは歌揺演 劇な どいろ
んな文化 の側面か ら入 る人 もお ります。
これ は私は,学 問 と文化に対す る認識 の変化が,や は り着実にきてい る
とい うことを意味す ると思います。
それか らも う一一つは,商 売やあ るいは観光。何十万人 の 日本人が朝鮮を
韓 国を体験 してい ると思い ます。 その中で異質文化に触れ る。そ うい うこ
とで関心を高めた人 もい ると思います。
そ して,こ れ らを総体 として言え ることは,や は りか っての不幸な時代,
つ ま り朝鮮語が治安用語であ った り,あ るいは侵略用 語であった りした,
そ うい うものではない,つ ま り不幸 な歴 史の トンネルを くぐ りぬけて,相
互理解 とい う教訓を今,克 ち取ろ うとしている,そ うい う段 階に今来 てい
るってい う感 じがす るんです。
ですか ら,こ れか らやは り,そ うい う成果 を学校教育 の中で取 り入れ る。
そ うい う試みですか。そ ういった ものがな されれば,私 は必ずや多 くの還
元す るものがあ るんではなかろ うか と思い ます。
そ してやは り隣国に6,000万の,つ ま り日本 の とな りに6,000万の民
族が存在す るとい うこと,こ れはやは り日本に とって忘れ てはな らない問
題だろ うと思います。
た とえばイギ リスに とってフランス,こ れは 日本に もって朝鮮 と私は同
じ位置付 けにあろ うと思 うんです。隣人を知 るためには,や は り語学,朝
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鮮語,こ れは不可欠の手段だろ うと思います。
今 までは不幸な歴史,こ うい った ものがか らんでま して,正 しい認識が
欠けていた。だか らい っそ う,そ の隣人か ら学ぶ姿勢 を確立す る必要があ
る。そ して また,そ れは 日本文化 の足 もとを見つめ ることだ と思います。
あ らゆ る意味において日本文化 の足 もと,基 層文化 とい うものを再確認す
る意味において,朝 鮮語 ・朝鮮文化 とい うのは非常に重要 な学的刺激性 を
持 ってい ると思い ます。
そ うい う意味においては,こ れか らの朝鮮語教育 とい うものが,日 本の
学校教育の中で非常に貴重な役割を課せ られているのです。
そして もっと別な言葉で言 えば,日 本の国際化 とい うものを,本 当の意
味において成 しとげ るには,朝 鮮語教育が等身大に 日本に定着 をす るとい
うことであろ うと思い ます。
私 は逆に 日本 の国際認識 がだめになったのは,朝 鮮 を基軸に してだめに
な った と思 ってお ります。
それを と りもどすためには,や は り朝鮮 を と りもどす,等 身大 に と りも
どす。 これが いわば,国 際的 な,日 本人の国際人 としての資格 を と りもど
す重要 な条件である,そ んなふ うに思い ます。
酒ば っか り飲んで ま して,ど うもアル中気味になって るのか知 りませ ん
が,よ く忘れち ゃ うんです。
話 したい ことがもっとあ った よ うな気がす るのですがrち ょっと忘れち
ゃった よ うな気 もします。
言い のが した ことは,も し質問 などが ござい ました ら,そ の中で思い出
しなが らお話を も う少 ししたい と思い ます。
話がいろいろ前後 しまして,あ るいはおわか りに くい ところ もあった よ
うな気 もしますが,こ のへんでいちお う終えたい と思います。
(完)
